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システム概要図

次亜塩素酸Ｎａ自動注入器が設置している施設向け

既存の次亜塩素酸Ｎａラインの流量計と次亜注入口の間にバイパスを設けてペーハーメイカーを接続して
ご使用して下さい。塩素濃度は既存の設備に準じます。

流量計 自動注入器 流量計
ｐＨメイカー 自動注入器

炭酸ガスボンベ

導入先
・食品加工工場（カット野菜、水産加工、食肉加工、鶏卵、飲料水、乳製品加工）
・畜産施設（酪農、養豚、養鶏）
・環境施設（廃棄処理施設）
・医療施設（介護福祉、病院、クリニック）

次亜塩素酸Ｎａ自動注入器が設置されていない施設向け

次亜注入ユニットがセットになっているハセップメイカーに給
水配管を接続し、本体装置吐出口から殺菌水を使用する箇
所まで配管して下さい。配管の末端にコックを設けてご使用
下さい。塩素濃度は用途に合わせて５０，１００，２００ｐ
ｐｍの調整が可能です。(オプションにて低濃度仕様、高濃度
仕様は可能です。)

殺菌水を大量にお使いのお客様向けに毎時４，０００㍑また、
病院、介護福祉施設、外食産業の厨房向けの毎時３００㍑の
ハセップメイカーも特注にて製作致します。

上のグラフの殺菌力曲線から次亜塩素酸ソーダ
の殺菌力がpH（酸とアルカリの度合い）を酸性に
することで約６倍まで強力になります。しかも有機
物に触れると水に戻り環境を守ります。
HACCP-MAKERはpH5.5～6.5を安定的に維持し
ます。

次亜塩素酸ソーダの希釈装置には塩酸
を利用するものがあります。 
上のグラフに示すように塩酸は急激に危
険なpH4.5以下の範囲に下がります。 
炭酸ガスは血液のpHを維持するもです。
安全に正確にpHを維持する機構がHAC
CP-MAKERです。

食品業界で数多く使用されている次亜塩素酸ソーダに 
　炭酸ガスを混合させることで強い殺菌力が生まれる、 
安全性が高い次亜塩素酸水を生成するシステムです。 
　その殺菌力は次亜塩素酸ソーダの６倍以上あり、 
有機物に触れると通常の水に戻り残留性もありません。

ハセップメイカ　ーの特長

食品添加物として使用可能

ハセップメイカーで生成した炭酸次亜水は厚生労働省より、食品添加物の次亜塩素酸ソーダに準じる扱いに
なります。

省コスト・省スペース

殺菌成分の次亜塩素酸は有機物との反応性が高く、残留性が低いことから、低濃度、短時間で殺菌が可能
で殺菌後の濯ぎ洗いが軽減することから作業性の向上や省コストを実現します。また、従来の殺菌水生成装
置に比べ省スペース設計で設置場所を選びません。

多種多用途に対応

炭酸次亜水は食材、手指、機器、機材への負荷が少なく水道水のように幅広く多種多用途に使用すること
が可能です。

ハセップメイカ　ーの原理




